
残存プレストレス調査

①鋼材探査及び位置決め ②ケレン及びゲージ貼付 ③配線及び初期値計測

⑥配線及び解放ひずみ計測 ④配線取り外し⑤コア切込み

２方向のひずみゲージを貼り付け、コアを切り込むことによって解放されるひずみを
測定することで、調査位置における乾燥収縮、クリープひずみの影響を消去し、応力を
推定する手法です。（コア切込み法）
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